
「「第第８８回回社社会会福福祉祉研研究究会会」」にに参参加加ししまませせんんかか？？  
 

前回のご参加、誠にありがとうございました。新たな参加者、どんどんお待ちしております。 

昨年５月より様々な職場相談援助の現場でご活躍されています方を対象に社会福祉研究会を立ち上げこれまで 

６回を開催し、参加者は社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士、ケアマネージャー、養護学校教員、一般で

福祉実践に興味がある方など多種多様で、研究会を通して新たなネットワークが構築されつつあります。 

前回（５月２２日）は経済的虐待について、皆川弁護士を招きその解決方法やネットワークについて話し合いました。 

 今後も日頃の支援の中で解決に悩むこと、誰かに相談したいこと、同じ相談援助職との交流の場が少なく感じてい

ることなどについて模擬演習や事例研究を通して意見交換や現況など、交流を目的に２ヶ月に１回程開催していく

予定です。興味ある方は参加してみませんか？ 

 

日      時： 平成２２年 ７月 ２４日(土)  １３：３０ ～ １７：３０ 

（１８：３０から意見交換会を予定しています。）        

会      場：  旭川大学情報ビジネス専門学校  

 （旭川市 8 条通 7 丁目  買物公園突きあたり） ※車はご遠慮ください 

参  加  費：  無  料 

演  題 ： 「集団の秩序優先 ＶＳ 個性の尊重か？」          

～施設内での事例を通して～ ソーシャルワークの原則を問う。 

           事例提供者：知的障がい者支援施設 生活支援員 横田 一真 氏 
アドバイザー：                      氏 

 趣旨：「この人は落ち着かない」「この人はわがままだ」、普段の援助関係の中で感じたことはありませんか？ 

     おとなしくて文句を言わない利用者、にこにここしていて手のかからない利用者イコール「落ち着いてい 

     る。安定している。」本当にそうなのか！？今回はある事例を通して、施設内ケアでのジレンマを話しあ 

     いたいと思います。 

全ての相談業務に共通するテーマとしていますので、様々な分野の方もぜひご参加ください。 

 

 

お申し込み先： 社会福祉研究会 代表 澤 伊三男 （旭川大学保健福祉学部コミュニティ福祉学科教授） 

〒079-8501 旭川市永山３条２３丁目１番９号 旭川大学 

※下記の様式に記入し、ｅ－ｍａｉｌ、郵送・FAX のいずれかの方法でお送りください。                       

旭川大学 澤 行 （FAX ０１６６-４８-８７１８  E-mail sawaisao@live.asahikawa-u.ac.jp） 

            Tel：（携帯）０９０－１３８０－５５５９  

社会福祉研究会 出席連絡票  （FAX はこのまま送信ください） 

 

 

 

 

 

 

※今後名簿の作成を検討しておりますので個人情報掲載についての是非をお聞かせください。 

名簿への掲載を  希望する ・ 希望しない  （○をつけてください） 

※意見交換会に     参加する ・ 参加しない （会場は当日お知らせします。参加費２５００円から３０００円程度） 

お名前(ﾌﾘｶﾞﾅ) 性別 

 

職場名・連絡先電話番号 E-mail：（出来るだけ記載をお願いします） 

業種(特養等) 

希望やご意見ありましたらどうぞ 


